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218億
561万円

235億
6,737万円
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令
和
７
年
第
３
回
定
例
会
は
、10

月
８
日
か
ら
11
月
４
日
ま
で
の
28
日

間
に
わ
た
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

令
和
６
年
度
の
一
般
会
計
決
算
の

状
況
は
、歳
出
で
は
、前
年
度
比
11.6
％

増
の
総
額
218
億
561
万
４
千
円
と
な
り

ま
し
た
。

　

財
政
構
造
の
弾
力
性
を
示
す
経
常

収
支
比
率
は
94.2
％
で
、前
年
度
よ
り

4.4
ポ
イ
ン
ト
低
下
し
ま
し
た
が
、今
後

も
公
債
費
が
増
加
傾
向
の
た
め
、地

方
債
の
借
入
額
の
適
正
な
管
理
や
、

扶
助
費
の
適
正
な
執
行
、経
費
抑
制

が
求
め
ら
れ
ま
す
。

一般会計
決算状況

一般会計
決算

市税
37億1,864万円
（15.8%）

地方交付税, 
57億5,834万円
（24.4%）

地方消費税交付金・
地方譲与税等
12億2,364万円
（5.2%）

使用料及び手数料
2億3,503万円
（1.0%）

分担金及び負担金
7,338万円
（0.3%）

国県支出金
39億3,225万円
（16.7%）

繰越金
12億6,333万円
（5.4%）

諸収入, 
3億5,149万円
（1.5%）

市債
32億875万円
（13.6%）

その他
38億252万円
（16.1%）

議会費
1億2,288万円（0.6%）

総務費
36億1,505万円
（16.6%）

民生費
52億4,774万円
（24.1%）

農林水産業費
9億1,050万円（4.2%）

衛生費 12億5,995万円（5.8%）

労働費 億5,018万円（0.2%）

商工費 7億7,323万円（3.5%）

土木費 15億1,941万円（7.0%）

消防費 10億6,906万円（4.9%）

教育費
40億1,088万円

（18.4%）

公債費
22億7,530万円
（10.4%）

災害復旧費
1億3,447万円（0.6%）

その他
8億1,696万円（3.7%）

歳出
一般会計

歳入
一般会計

令和６年度決算を認定
‐第３回定例会‐

歳出総額

218億
561万円

可決
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会　計 収　入 支　出 収　入 支　出 採決結果

認定

認定

認定

認定

認定

公
営
企
業
会
計

公共下水道事業

収益的収支 資本的収支

農業集落排水事業

水道事業

簡易水道事業

工業用水道事業

会　計 歳　入 歳　出 採決結果

一般会計 認定

認定

認定

認定

認定

認定

認定

特
別
会
計

国民健康保険事業

後期高齢者医療

介護保険事業

黒川診療所運営事業

地域産業振興事業

鹿ノ俣発電所運営事業

218億561万円

31億8,015万円

3億9,896万円

36億6,643万円

3,791万円

1億8,610万円

7,258万円

235億6,737万円

32億9,000万円

4億860万円

3,932万円

38億1,109万円

1億8,699万円

9,379万円

9億2,238万円 9億4,479万円

5億6,325万円 8億1,832万円

5億7,201万円 5億1,225万円

1億7,646万円 9,401万円

1,053万円 141万円

11億5,483万円 4億3,896万円

7億134万円 5億6,176万円

6億9,917万円 2億3,429万円

2億661万円 3,777万円

1,205万円 141万円

※１万円未満は端数調整のため、合計額が合わない場合があります。

各会計の決算状況と採決の結果

健全化判断比率・資金不足比率

自治体の財政が健全かどうかを示す「健全化判断比率・資金不足比率」は、
全ての指標で「健全」

R6年度
13.0％

R6年度
109.8％

昨年度110.6％

財政健全 財政悪化

早期健全化基準 財政再生基準

指標

健
全
化
判
断
比
率

実質赤字比率
一般会計などの赤字の程度か
ら、財政運営の悪化の度合い

を示す指標

連結実質赤字比率
公営企業会計を含む全ての会
計の赤字の程度から、市全体
の財政運営の悪化の度合いを

示す指標

実質公債費比率
借金の返済額等の大きさから
財政運営に与える影響度をみ

る指標

将来負担比率
市が抱える負債の残高が将来
の財政を圧迫する可能性をみ

る指標

資金不足比率
公営企業における
資金不足の割合

R6年度
（資金不足
なし）

13.35％

R6年度
（赤字なし） 18.35％

R6年度
（赤字なし） 20％

35％

30％

25％

350％

20％

経営健全化基準

H17年度
23.1％

H19年度
213.6％

改善！

昨年度13.1％

改善！
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キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
の
利
用
数

全
体
の
実
績
は
ど
の
く
ら
い
か
。

利
用
数
4
千
833
件
で
一
番

多
い
の
は
樽
ケ
橋
遊
園
で
、

こ
れ
が
約
2
千
800
件
で
あ
る
。

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
の
利
用

状
況
は
、従
来
の
決
済
方
法

の
何
割
に
相
当
す
る
か
。

市
民
生
活
課
の
窓
口
に
関
し
て

言
え
ば
、こ
の
利
用
数
は
従
来

の
決
済
方
法
の
4.2
％
ほ
ど
に
相
当
す
る
。

住
民
票
の
写
し
な
ど
コ
ン
ビ

ニ
交
付
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
、

市
内
で
対
応
し
て
い
る
店
舗
数
は
。

市
内
11
店
舗
で
利
用
さ
れ
て

い
る
。

コ
ン
ビ
ニ
交
付
の
1
件
あ
た

り
の
シ
ス
テ
ム
手
数
料
は
。

シ
ス
テ
ム
運
営
側
に
支
払
う

の
が
1
件
あ
た
り
180
円
、コ

ン
ビ
ニ
側
に
支
払
う
の
が
1
件
あ
た

り
117
円
で
あ
る
。

　令和６年度一般会計をはじめとする12
会計の決算について、議長と監査委員を除
く全議員で構成する決算審査特別委員会
を設置し、10月27日・28日の２日間にわたり
審査を行いました。主な質疑を紹介します。

令
和
6
年
度
ふ
る
さ
と
納
税

の
返
礼
品
の
内
訳
は
ど
の
よ

う
な
構
成
か
。

返
礼
品
で
は
、米
が
98
％
〜

99
％
を
占
め
て
い
る
。

ふ
る
さ
と
納
税
に
関
す
る
主

な
経
費
に
は
ど
の
よ
う
な
も

の
が
あ
る
の
か
。

主
な
支
出
と
し
て
、返
礼
品

に
か
か
る
経
費
の
他
、決
済

に
か
か
る
手
数
料
や
ふ
る
さ
と
納
税

業
務
委
託
料
が
あ
る
。

上
の
所
得
が
あ
る
場
合
は
半
額
）を

設
け
て
い
る
。

令
和
6
年
度
の
実
績
に
お
い

て
、そ
の
優
遇
制
度
を
利
用

し
て
い
る
児
童
の
人
数
は
。

第
2
子
の
半
額
の
対
象
と
な

っ
て
い
る
児
童
は
42
名
、第

3
子
以
降
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
児

童
は
21
名
で
あ
る
。

民
生
費

総
務
費

第
2
子
以
降
の
保
育
料
に
関

す
る
軽
減
制
度
に
つ
い
て
、そ

の
内
容
は
。第

2
子
は
半
額
、第
3
子
以

降
に
つ
い
て
も
保
育
料
の
優

遇
制
度（
保
育
料
を
無
料
。一定
額
以 ふるさと納税返礼品

一般
会
計

決算審査特別委員会

決算審査の流れ

質答質質 答

質質 答答質答

質答答

決算審査特別
委員会の設置01 特別委員会で

決算を審査02 審査結果を
本会議に報告

本会議で委員会の設置を
決定します。

会計年度が終了した決算を
審査します。

委員会で審査した結果を
本会議に報告します。

本会議で決算を認定するかに
ついて採決します。

03 本会議で決算を
認定するか採決04

審議内容
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上
の
所
得
が
あ
る
場
合
は
半
額
）を

設
け
て
い
る
。

令
和
6
年
度
の
実
績
に
お
い

て
、そ
の
優
遇
制
度
を
利
用

し
て
い
る
児
童
の
人
数
は
。

第
2
子
の
半
額
の
対
象
と
な

っ
て
い
る
児
童
は
42
名
、第

3
子
以
降
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
児

童
は
21
名
で
あ
る
。

土
木
費

防
災
費

農
林
水
産
業
費

衛
生
費

第
2
子
以
降
の
保
育
料
に
関

す
る
軽
減
制
度
に
つ
い
て
、そ

の
内
容
は
。第

2
子
は
半
額
、第
3
子
以

降
に
つ
い
て
も
保
育
料
の
優

遇
制
度（
保
育
料
を
無
料
。一定
額
以

空
き
家
バ
ン
ク
の
登
録
件
数

は
何
件
か
。

空
き
家
バ
ン
ク
に
登
録
さ
れ

て
い
る
の
は
11
件
で
あ
る
。

そ
の
他
、土
地
も
10
件
が
登
録
さ
れ

て
い
る
。空

き
家
バ
ン
ク
へ
の
登
録
が

進
ま
な
い
主
な
理
由
は
何
だ

と
考
え
て
い
る
か
。

主
な
理
由
と
し
て
は
、家
の

中
に
残
置
物
が
あ
る
、あ
る

い
は
物
置
と
し
て
使
用
し
て
お
り
、そ

の
処
分
や
利
用
方
法
に
悩
ん
で
い
る

ケ
ー
ス
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。

令
和
6
年
度
の
熊
の
捕
獲

実
績
は
。

実
績
は
11
頭
で
あ
る
。

猿
や
鹿
の
捕
獲
活
動
に
対
し

て
は
補
助
金
が
出
て
い
る
が
、

熊
の
捕
獲
に
は
補
助
金
は
出
て
い
な

い
の
か
。そ
の
理
由
は
。

農
作
物
の
被
害
は
特
に
な
い

た
め
、有
害
鳥
獣
と
し
て
の

補
助
金
の
対
象
外
と
な
っ
て
い
る
。熊

は
指
定
管
理
鳥
獣
と
い
う
位
置
づ
け

で
あ
り
、市
が
猟
友
会
に
お
願
い
し
、

駆
除
し
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

入
居
率
の
低
い
古
い
市
営
住

宅
の
修
繕
は
行
わ
れ
て
い
る

の
か
。

黒
川
や
若
松
町
、長
橋
な
ど

の
入
居
率
が
低
い
古
い
市
営

住
宅
に
つ
い
て
は
、修
繕
は
行
っ
て
い

な
い
。こ
れ
ら
の
住
宅
は
政
策
空
き
家

と
い
う
位
置
づ
け
で
あ
り
、古
い
建
物

医
療
費
が
増
加
し
て
い
る
主

な
要
因
と
し
て
何
が
挙
げ
ら

れ
る
か
。医

療
の
高
度
化
で
あ
る
。こ

れ
に
よ
り
、薬
剤
な
ど
の
一つ

一つ
の
単
価
が
高
額
な
も
の
に
増
え
て

き
て
い
る 自

主
防
災
組
織
育
成
事
業

補
助
金
に
つ
い
て
、令
和
6

年
度
の
実
績
と
、補
助
金
の
使
途
は
。

自
主
防
災
組
織
の
活
動
支

援
や
結
成
の
支
援
と
し
て
補

助
金
が
交
付
さ
れ
て
お
り
、令
和
6
年

度
は
23
団
体
に
対
し
て
交
付
し
た
。

補
助
金
は
、リ
ヤ
カ
ー
、ポ
ー
タ
ブ
ル

電
源
な
ど
の
購
入
に
利
用
さ
れ
た
。

起
債
の
返
済
額
の
将
来
推
移

は
ど
の
よ
う
な
見
込
み
か
。

令
和
4
年
度
を一旦
ピ
ー
ク

と
し
て
、現
在
は
徐
々
に
落

ち
て
き
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、令

和
8
年
度
は
少
し
上
が
り
、ま
た
そ

の
後
、徐
々
に
落
ち
て
い
く
見
込
み
で

あ
る
。

運
転
資
金
の
確
保
と
い
う
観

点
か
ら
、借
り
入
れ
を
多
く

起
こ
し
す
ぎ
て
い
な
い
か
。

単
年
度
で
現
金
が
あ
る
か
ら

と
い
っ
て
工
事
費
に
充
て
て

し
ま
う
と
、翌
年
度
以
降
の
運
営
に

支
障
を
き
た
す
。起
債
を
借
り
て
長

期
で
返
済
し
な
が
ら
運
営
し
て
い
く

の
が
企
業
会
計
の一
般
的
な
運
営
方

法
だ
と
理
解
し
て
い
る
。

か
ら
順
次
壊
し
て
い
く
と
い
う
方
針

を
、公
営
住
宅
等
長
寿
命
化
計
画
の

中
で
触
れ
て
い
る
。

国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計

特
別
会
計

水
道
事
業

公
営
企
業
会
計

質答質答質答

質質質 答答

質答質答

質質 答答

答
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一般質問

議
員
　
生
活
保
護
受
給
者
の
実

態
は
。

市
長
　
生
活
保
護
世
帯
は
126
世

帯
154
人
。年
代
別
で
は
20
歳
未

満
が
7
人
、20
〜
30
歳
代
が
10

人
、40
〜
50
歳
代
が
42
人
、60
〜

70
歳
代
69
人
、80
歳
以
上
が
26

人
。市
の
総
人
口
に
占
め
る
受
給

者
の
割
合
は
0.6
％
で
あ
る
。

議
員
　
令
和
6
年
度
生
活
保
護

扶
助
に
関
す
る
収
支
決
算
は
。

市
長
　
歳
出
決
算
額
は
約
2
億

1
千
256
万
円
。そ
の
財
源
と
し

て
は
国
庫
負
担
金
が
約
1
億
6

千
966
万
円
、県
負
担
金
が
約
52

万
円
、市
の一般
財
源
が
約
4
千

238
万
円
で
あ
っ
た
。

議
員
　
生
活
扶
助
費
の
国
負
担

割
合
と
扶
助
費
の
内
訳
は
。

福
祉
介
護
課
長
　
負
担
割
合
は
、

国
庫
補
助
金
と
し
て
４
分
の
３

で
あ
り
、内
訳
で
は
医
療
扶
助
が

一番
多
く
5
割
を
占
め
て
い
る
。

議
員
　
車
所
有
の
条
件
と
実
態
は
。

市
長
　
利
用
目
的
が
通
勤
や
通

院
で
あ
り
、か
つ
公
共
交
通
機
関

の
利
用
が
困
難
な
地
域
に
居
住

も
し
く
は
勤
務
地
が
あ
る
場
合
、

ま
た
は
障
が
い
者
の
た
め
に
利

用
す
る
場
合
等
で
現
在
11
世
帯

に
保
有
を
認
め
て
い
る
。

公
園
が
な
い
の
で
新
発
田
市
五
十

公
野
公
園
や
関
川
村
の
道
の
駅
へ

連
れ
て
行
っ
て
い
る
。市
内
で
気
軽

に
行
け
る
魅
力
的
な
公
園
を
つ
く

れ
な
い
か
」の
意
見
が
あ
っ
た
。も
っ

と
も
な
意
見
と
思
い
質
問
す
る
。

市
長
　
市
民
ニ
ー
ズ
が
あ
る
こ

と
は
承
知
し
て
い
る
が
、今
整
備

を
進
め
て
い
る
生
涯
学
習
施
設

に
子
供
が
自
由
に
遊
べ
る
大
型

遊
具
を
設
置
で
き
る
か
検
討
し

て
い
る
。

議
員
　
生
涯
学
習
施
設
が
完
成

す
る
ま
で
の
間
、大
型
遊
具
を
早

急
に
ひ
と
つ
置
け
な
い
か
。

市
長
　
早
急
に
大
規
模
な
も
の

を
造
る
の
は
難
し
い
。生
涯
学
習

施
設
で
の
検
討
や
樽
ケ
橋
遊
園

の
割
引
見
直
し
な
ど
で
配
慮
し

て
い
く
。

議
員
　
5
月
の
市
民
と
の
意
見
交

換
会
で「
子
ど
も
が
喜
ん
で
遊
べ
る

議
員
　
一
人
暮
ら
し
老
人
の
実
態

と
緊
急
通
報
装
置
に
つ
い
て
伺
う
。

市
長
　
一
人
暮
ら
し
老
人
は
3

月
末
時
点
で
８０
歳
代
が
４５６
人
、

９０
歳
以
上
が
１４１
人
。市
の
緊
急

通
報
装
置
事
業
を
利
用
し
て
い

る
人
は
１３６
人
。一般
の
人
が
設
置

し
た
場
合
の
初
期
費
用
は
４
万

８
千
４００
円
、利
用
料
は
月
額
５

千
６０
円
か
ら
で
あ
る
。

一人
暮
ら
し
老
人
の

実
態
に
つ
い
て

魅
力
的
な
公
園
を
新
設

で
き
な
い
か

羽田野  孝子  議員

新発田市五十公野公園

緊急通報装置ペンダント

生活保護受給者の実態について
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一般質問

議
員
　
本
年
9
月
19
日
よ
り
、マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
と
健
康
保
険

証
を
一
体
化
し
た
、い
わ
ゆ
る
ス
マ

ホ
保
険
証
の
運
用
が
開
始
さ
れ

た
が
、市
内
の
医
療
機
関
や
薬

局
に
お
い
て
ス
マ
ホ
保
険
証
の
対

応
状
況
と
、医
療
機
関
等
と
の

連
携
強
化
に
向
け
た
市
の
取
組

み
を
伺
う
。

市
長
　
対
応
し
て
い
る
医
療
機

関
等
は
制
度
開
始
か
ら
間
も
な

い
こ
と
も
あ
り
、9
月
末
時
点
で

7
か
所
で
あ
る
が
、受
診
さ
れ
た

方
が
戸
惑
う
こ
と
が
な
い
よ
う
、

市
報
等
を
通
じ
て
医
療
機
関
等

の
導
入
状
況
等
を
周
知
す
る
と

と
も
に
、制
度
の
内
容
や
利
便
性

の
啓
発
に
努
め
て
い
く
。

議
員
　
子
ど
も
を
熱
中
症
か
ら

守
り
、災
害
時
の
避
難
所
を
整

備
す
る
た
め
、国
の
補
助
制
度

な
ど
も
活
用
し
な
が
ら
、計
画

的
か
つ
早
期
に
小
中
学
校
体
育

館
へ
の
エ
ア
コ
ン
整
備
を
進
め
て

い
く
べ
き
と
考
え
る
が
、整
備
計

画
と
見
通
し
を
伺
う
。

教
育
長
　
財
政
状
況
や
国
の
補

助
制
度
の
活
用
可
能
性
を
踏
ま

え
な
が
ら
、実
現
に
向
け
、計
画
的

な
整
備
方
針
を
検
討
し
て
い
く
。

議
員
　
学
校
内
に
給
水
機
を
設

置
す
る
こ
と
で
、児
童
生
徒
が
い

域
な
ど
を
中
心
に
移
動
期
日
前

投
票
所
を
導
入
す
る
考
え
は
な

い
か
。

市
長
　
ま
ず
は
実
施
自
治
体
の

デ
ー
タ
を
十
分
に
見
極
め
な
が

ら
、各
種
課
題
の
解
決
策
等
を

勘
案
し
た
上
で
方
向
付
け
を
し

て
い
く
。

議
員
　
高
齢
者
や
障
が
い
の
あ

る
方
々
が
円
滑
に
投
票
を
行
え

る
よ
う
、投
票
支
援
カ
ー
ド
や
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ボ
ー
ド
の
導

入
を
す
べ
き
で
な
い
か
。

市
長
　
先
進
地
の
事
例
を
参
考

に
導
入
に
向
け
て
準
備
を
進
め

て
い
く
。

議
員
　
投
票
所
ま
で
足
を
運
ぶ

こ
と
が
困
難
な
有
権
者
も
少
な

く
な
い
。移
動
手
段
が
困
難
な
地

投
票
環
境
の
さ
ら
な
る
充
実

に
向
け
た
取
組
み
に
つ
い
て

小
中
学
校
に
お
け
る

熱
中
症
対
策
に
つ
い
て

渡辺  栄六  議員

つ
で
も
水
分
補
給
で
き
る
よ
う
、

学
校
へ
の
給
水
機
の
設
置
を
進
め

て
い
く
こ
と
が
必
要
で
は
な
い
か
。

教
育
長
　
い
ず
れ
の
学
校
に
お

い
て
も
現
状
の
設
備
で
対
応
で

き
て
お
り
、新
た
な
給
水
機
を
設

置
す
る
予
定
は
な
い
が
、学
校
や

保
護
者
の
声
を
伺
い
な
が
ら
、施

設
環
境
の
点
検
に
努
め
て
い
く
。市内の小学校体育館

スマホ保険証の普及と利用促進について



8胎内市議会だより　№87
令和7年12月12日発行

議
員　

４
月
か
ら
６
月
に
実
施
し

た
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
結
果
に

つ
い
て
市
長
は
ど
う
受
け
止
め
て

い
る
の
か
、そ
の
中
で
建
設
候
補
地

に
つ
い
て
の
市
民
の
意
見
を
ど
う

受
け
止
め
て
い
る
の
か
。

市
長
　
嘉
平
山
を
候
補
地
と
す

る
こ
と
へ
の
懸
念
や
、別
の
場
所

を
求
め
る
声
の
ほ
か
、事
業
費
に

関
す
る
も
の
な
ど
の
指
摘
が
あ
っ

た
。今
後
、市
民
全
体
の
利
用
ニ

ー
ズ
、地
域
ご
と
の
多
様
な
ニ
ー

ズ
に
も
十
分
配
慮
し
な
が
ら
、慎

重
に
検
討
を
進
め
る
。

議
員　

市
長
選
挙
で
は
、建
設
場

所
に
つ
い
て
大
き
な
争
点
に
な
っ

た
。相
手
候
補
は「
嘉
平
山
以
外

で
」と
公
約
し
、投
票
し
た
半
数
近

い
有
権
者
が
支
持
し
た
が
、こ
れ
を

ど
う
受
け
止
め
て
い
る
の
か
。

市
長
　
嘉
平
山
以
外
を
支
持
す

る
声
の
割
合
が
そ
の
ま
ま
得
票

数
に
反
映
さ
れ
た
も
の
と
は
認

識
し
て
い
な
い
。

議
員　

市
長
選
に
お
い
て
地
元

紙
が
実
施
し
た
出
口
ア
ン
ケ
ー
ト

で
建
設
適
地
と
し
て「
嘉
平
山
」

に
回
答
し
た
人
は
、９.６
％
で
あ
っ

た
が
、こ
れ
を
ど
う
受
け
止
め
て

い
る
の
か
。

市
長
　
丁
寧
な
聞
き
取
り
が
な

さ
れ
て
い
た
と
は
考
え
づ
ら
い
。

こ
の
調
査
結
果
の
み
を
も
っ
て
何

ら
か
の
言
及
を
す
る
こ
と
は
適

切
で
は
な
い
と
考
え
る
。

議
員　

１
世
帯
当
た
り
９
万
円
、

１
人
当
り
６
万
円
に
も
な
る
基

金
を
取
崩
し
、物
価
高
騰
の
中
、

負
担
が
重
く
の
し
か
か
っ
て
い
る

加
入
者
の
保
険
税
引
き
下
げ
に

活
用
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

市
長
　
現
状
こ
の
ぐ
ら
い
が
適

切
適
当
で
あ
る
と
認
識
し
て
い

る
。た
だ
し
、今
後
新
た
に
余
剰

が
生
じ
た
場
合
、現
状
の
規
模

を
維
持
し
つ
つ
、そ
れ
を
超
え
る

部
分
は
保
険
税
の
低
減
に
充
て

る
こ
と
も
否
定
は
し
な
い
。

議
員　

今
回
の
補
正
予
算
で
繰
越

金
が
増
額
さ
れ
予
備
費
に
回
さ

れ
た
分
は
、最
終
補
正
で
基
金
に

積
ま
れ
現
状
を
上
回
る
こ
と
が

想
定
さ
れ
る
。し
た
が
っ
て
来
年

度
は
国
保
税
を
引
き
下
げ
る
べ

き
で
は
。

市
長
　
さ
ら
に
余
剰
が
出
て
く

る
よ
う
で
あ
れ
ば
、保
険
税
を
軽

減
す
る
た
め
に
そ
の
原
資
と
し

議
員　

学
校
給
食
無
償
化
の
動

き
は
全
国
的
に
広
が
り
、無
償
化

を
実
施
し
て
い
る
自
治
体
は

３０.５
％
に
も
な
っ
て
お
り
、自
治
体

間
の
格
差
が
広
が
っ
て
い
る
が
、

現
状
に
つ
い
て
ど
う
捉
え
て
い
る

か
。

市
長
　
県
内
の
無
償
化
は
、５

市
町
村
で
あ
り
、無
償
化
は
増

加
傾
向
に
あ
る
と
認
識
し
て
い

る
。国
が
財
源
を
確
保
し
施
策

を
示
す
こ
と
、市
は
そ
の
動
静
に

そ
って
行
う
こ
と
が
基
本
で
あ
る
。

給
食
の
無
償
化

に
つ
い
て

国
保
税
の
負
担
軽
減
を

丸山  孝博  議員

嘉平山

て
使
う
こ
と
は
や
ぶ
さ
か
で
は
な

い
。

生涯学習施設について
一般質問

給食
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議
員　

基
本
理
念
で
あ
る
市
民

協
働
、選
択
と
集
中
、未
来
へ
の

投
資
に
つ
い
て
、３
期
目
の
考
え

を
伺
う
。

市
長
　
市
民
協
働
、選
択
と
集

中
、未
来
へ
の
投
資
に
つ
い
て
は
、

人
口
減
少
、少
子
高
齢
化
等
の

時
代
背
景
か
ら
、そ
の
必
要
性
は

一層
高
ま
っ
て
き
て
い
る
と
認
識

し
て
い
る
。そ
の
た
め
、熟
慮
を

重
ね
な
が
ら
、先
を
見
据
え
た

政
策
を
推
進
す
べ
く
、市
民
の
皆

様
を
は
じ
め
、多
様
な
主
体
と

共
に
力
を
合
わ
せ
て
諸
課
題
に

対
応
し
て
い
き
た
い
と
考
え
る
。

ま
た
、そ
の
よ
う
な
認
識
の
下
、

洋
上
風
力
発
電
事
業
に
象
徴
さ

れ
る
よ
う
な
新
た
な
価
値
の
創

造
と
魅
力
あ
る
地
域
づ
く
り
を

推
進
し
、次
の
時
代
を
希
望
の
あ

る
も
の
と
し
て
引
き
継
い
で
い
け

る
よ
う
に
全
力
を
尽
く
し
て
い

く
。

議
員　

小
学
校
の
再
編
に
つ
い

て
の
考
え
は
。

市
長
　
当
面
現
状
の
ま
ま
維
持

で
き
る
と
考
え
て
い
る
。し
か
し

な
が
ら
、昨
今
の
出
生
数
の
加
速

度
的
減
少
傾
向
に
鑑
み
る
と
、い

ず
れ
は
小
学
校
の
再
編
統
合
を

考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
の
適
正
規
模
、再
編
に
つ
い
て
、

地
域
の
方
々
と
も
話
し
合
い
な

が
ら
、望
ま
し
い
在
り
方
や
時
期

を
定
め
て
い
き
た
い
。

議
員　

現
状
を
踏
ま
え
、今
後

の
都
市
公
園
の
在
り
方
に
つ
い
て

の
考
え
は
。

市
長
　
委
託
に
よ
り
作
業
員
の

増
員
に
加
え
、職
員
に
よ
る
作
業

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
立
案
、作
業
の

進
捗
状
況
の
確
認
、遅
れ
が
発

生
し
た
場
合
の
対
応
等
と
い
っ

た
評
価
と
改
善
の
プ
ロ
セ
ス
を

踏
み
な
が
ら
、作
業
の
効
率
化
を

図
っ
て
い
き
た
い
。公
園
が
子
ど

も
た
ち
の
遊
び
場
、地
域
住
民
の

安
ら
ぎ
の
あ
る
憩
い
の
場
、レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
場
と
し
て
、よ

り
よ
い
環
境
と
な
る
よ
う
、こ
れ

ま
で
以
上
に
維
持
管
理
の
質
を

高
め
て
い
き
た
い
。

議
員　

公
園
に
よ
っ
て
は
適
正

な
管
理
が
行
わ
れ
て
い
な
い
と
い

う
指
摘
も
あ
る
が
、把
握
は
し
て

い
る
の
か
。

市
長
　
都
市
公
園
の
管
理
方
法

に
つ
い
て
は
、職
員
に
よ
り
、各
公

園
の
状
況
を
把
握
確
認
し
な
が

ら
、そ
の
都
度
草
刈
り
を
実
施

し
て
い
る
が
、雑
草
の
繁
茂
す
る

時
期
の
重
複
や
人
員
不
足
等
に

よ
り
、適
切
な
時
期
に
草
刈
り

作
業
を
行
う
こ
と
が
で
き
な
い

場
合
も
あ
る
。

都
市
公
園
の

在
り
方
に
つ
い
て

坂上  隆夫  議員

胎内市役所

鴻の巣公園

井畑市政３期目の市政運営について
一般質問
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議
員　

今
後
、給
食
費
増
額
の

予
定
は
あ
る
の
か
。

市
長
　
米
の
納
入
価
格
の
引
上

げ
や
、そ
の
他
食
材
全
般
に
つ
い

て
も
価
格
が
上
昇
し
て
い
る
の

で
、価
格
の
引
き
上
げ
を
検
討

せ
ざ
る
を
得
な
い
と
教
育
委
員

会
か
ら
報
告
を
受
け
て
い
る
。し

か
し
な
が
ら
、保
護
者
負
担
額
に

つ
い
て
は
、引
き
続
き
増
額
分
を

市
が
補
う
こ
と
を
基
本
線
に
検

討
し
て
い
く
。

議
員　

物
価
上
昇
と
実
質
賃
金

マ
イ
ナ
ス
の
影
響
で
給
食
費
の
負

担
が
非
常
に
重
い
と
感
じ
て
い
る

世
帯
も
あ
る
と
思
う
。無
償
の

範
囲
を
広
げ
る
考
え
は
な
い
の

か
。

市
長　

今
後
の
状
況
を
見
て
、

拡
大
す
る
必
要
が
あ
る
か
な
い

か
デ
ー
タ
な
ど
を
踏
ま
え
な
が

ら
対
応
を
考
え
て
い
く
。

議
員　

仮
に
無
償
化
す
る
な
ら

ば
、そ
こ
に
生
じ
る
障
壁
な
ど
は

あ
る
の
か
。

市
長
　
無
償
化
に
し
た
場
合
の

実
害
は
何
か
と
い
う
の
は
軽
々
に

出
て
く
る
よ
う
な
問
題
で
は
な

い
。た
だ
し
、こ
れ
を
市
町
村
で

行
う
と
き
に
は
、財
源
を
考
え
な

く
て
は
な
ら
な
い
。ま
た
、経
済

的
に
豊
か
な
人
も
無
償
化
す
る

と
い
う
意
味
合
い
も
考
え
な
く

議
員　

近
隣
市
町
村
の
境
界
線

を
越
え
た
場
合
で
も
緊
急
銃
猟

は
可
能
か
。

農
林
水
産
課
長
　
こ
れ
ま
で
も

熊
の
出
没
の
際
に
は
近
隣
市
町

村
の
担
当
課
と
連
絡
を
取
り
な

が
ら
対
応
し
て
き
た
。今
後
も

広
域
で
連
携
を
図
る
こ
と
が
大

切
だ
と
考
え
て
い
る
。

議
員　

人
身
事
故
や
物
損
事
故

に
つ
い
て
は
市
が
補
償
し
て
く
れ

る
と
思
う
が
、自
身
が
怪
我
を
し

【
そ
の
他
質
問
】

令
和
７
年
８
月
及
び
、９
月
の
大
雨

被
害
に
つ
い
て

有
害
鳥
獣
駆
除
及
び

緊
急
銃
猟
に
つ
い
て

増子  達也  議員

て
は
い
け
な
い
。何
を
削
る
か
、も

し
も
借
金
と
な
れ
ば
、そ
の
負
担

を
将
来
の
子
ど
も
た
ち
に
負
わ

せ
る
こ
と
に
な
る
。

議
員　

無
償
化
す
る
な
ら
い
く

ら
必
要
か
。

学
校
教
育
課
長
　
小
学
校
で
7

千
600
万
円
程
度
、中
学
校
で
4
千

200
万
円
〜
4
千
300
万
円
程
度
、

合
計
で
１
億
2
千
万
円
弱
が
必

要
に
な
る
。

た
場
合
は
誰
が
補
償
す
る
の
か
。

農
林
水
産
課
長
　
実
施
主
体
が

市
な
の
で
、市
が
責
任
を
負
い
補

償
す
る
。

小中学校の給食費について
一般質問

学校給食

ツキノワグマ
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議
員　

市
長
選
挙
の
結
果
に
つ

い
て
、得
票
差
１０８
票
と
い
う
僅
差

の
勝
利
に
対
す
る
自
己
評
価
と

今
後
の
市
政
運
営
に
つ
い
て
の
考

え
は
。

市
長
　
緊
張
感
を
持
っ
た
中
で
、

こ
れ
ま
で
と
同
様
に
使
命
感
と

責
任
感
を
持
っ
て
市
政
運
営
に

努
め
て
い
く
。

議
員　

今
回
の
市
長
選
で
、生
涯

学
習
施
設
の
建
設
候
補
地
「
嘉

平
山
」が
選
挙
戦
の
争
点
の
一つ

と
し
て
注
目
さ
れ
た
。今
後
、審

議
会
を
設
置
し
て
候
補
地
の
選

定
に
あ
た
る
と
し
て
い
る
が
、公

平
・
公
正
を
期
す
意
味
か
ら
も
、

候
補
地
ご
と
の
特
徴
を
整
理
し

た
比
較
表
を
参
考
に
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
を
実
施
す
べ
き
と
思
う

が
ど
う
か
。

市
長
　
ア
ン
ケ
ー
ト
は
、個
々
の

利
益
、便
益
に
偏
り
が
ち
で
、公

共
の
福
祉
と
い
っ
た
視
点
が
欠

如
し
か
ね
な
い
可
能
性
が
あ
る
。

建
設
場
所
の
選
定
は
、統
合
中

学
校
の
建
設
場
所
と
も
整
合
性

を
図
り
な
が
ら
考
え
て
い
く
こ

と
が
重
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、今

後
審
議
会
で
専
門
家
や
市
民
の

意
見
を
深
堀
り
し
、足
り
な
い

情
報
を
補
い
な
が
ら
望
ま
し
い

方
向
づ
け
を
行
って
い
く
。

教
育
長
　
教
育
環
境
の
改
善
や

機
能
強
化
に
加
え
、災
害
時
の

避
難
場
所
と
し
て
の
役
割
も
踏

ま
え
、整
備
の
在
り
方
に
つ
い
て

検
討
し
て
い
く
。実
施
に
当
た
っ

て
は
、喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い

る
教
育
施
策
も
あ
る
こ
と
か
ら
、

全
体
の
施
策
の
中
で
、優
先
順

位
を
整
理
し
慎
重
に
検
討
し
て

い
く
。あ
わ
せ
て
財
政
状
況
や

国
の
補
助
制
度
の
活
用
の
可
能

性
を
踏
ま
え
、実
現
に
向
け
た

方
向
性
を
的
確
に
見
極
め
な
が

ら
、計
画
的
な
整
備
方
針
を
検

討
し
て
い
く
。

議
員　

小
中
学
校
体
育
館
の
エ

ア
コ
ン
整
備
は
、児
童
生
徒
の
熱

中
症
予
防
に
加
え
、災
害
時
の
地

域
住
民
の
避
難
場
所
と
し
て
の

役
割
も
担
っ
て
い
る
。市
も
国
の

補
助
制
度
を
活
用
し
、体
育
館
の

エ
ア
コ
ン
設
置
を
検
討
す
べ
き
と

思
う
が
考
え
は
。

小
中
学
校
体
育
館
の

エ
ア
コ
ン
整
備
に
つ
い
て

渡辺  宏行  議員

議
員　

議
会
と
執
行
部
は 

一 

定
の

距
離
を
置
き
な
が
ら
、お
互
い
の

信
頼
関
係
の
中
で
、情
報
を
共

有
し
、市
政
運
営
に
当
た
る
こ
と

は
最
も
重
要
と
思
う
が
、こ
こ
数

年
議
会
と
執
行
部
と
の
関
係
に

お
い
て
、情
報
の
共
有
と
い
う
面

が
希
薄
に
な
っ
て
き
て
い
る
よ
う

に
思
わ
れ
る
。市
長
の
見
解
は
。

市
長
　
こ
れ
ま
で
全
員
協
議
会

を
通
じ
て
、伝
え
る
べ
き
こ
と
は

伝
え
て
き
た
が
、私
自
身
が
説

明
、情
報
提
供
の
足
り
な
か
っ
た

部
分
は
今
後
し
っ
か
り
努
め
て

い
く
。

中条中学校体育館

嘉平山

中条駅

関沢

飯角

7

市長の政治姿勢について
一般質問
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議
員　

財
政
調
整
基
金
の
積
み

増
し
に
よ
り
、将
来
負
担
比
率

も
大
き
く
改
善
し
て
い
る
が
、基

金
残
高
と
将
来
負
担
比
率
の
目

標
は
ど
の
程
度
か
。

市
長
　
基
金
は
標
準
財
政
規
模

の
２０
％
、当
市
で
２０
億
円
で
あ
る
。

将
来
負
担
比
率
は
令
和
６
年
度

で
109.8
％
ま
で
低
下
し
て
お
り
、１０

年
以
内
に
100
％
を
切
る
よ
う
目

指
し
た
い
。

議
員　

家
計
で
例
え
る
と
当
市

は
借
金
も
あ
り
生
活
が
逼
迫
す

る
中
で
、ふ
る
さ
と
納
税
と
い
う

臨
時
収
入
を
借
金
返
済
で
は
な

く
貯
金
に
回
し
て
い
る
状
態
で

あ
る
。返
済
の
考
え
は
。

財
政
課
長
　
起
債
の
中
に
は
国

の
交
付
税
措
置
が
受
け
ら
れ
る

も
の
も
あ
る
。交
付
税
措
置
の
少

な
い
も
の
か
ら
今
後
、返
済
を
検

討
し
て
い
く
。

議
員　

高
い
経
常
収
支
比
率
を

理
由
に
事
業
見
直
し
を
行
っ
て

き
た
が
、今
回
、訪
問
理
美
容
事

業
の
補
助
制
度
の
復
活
が
あ
っ

た
。今
後
、廃
止
事
業
の
復
活
の

可
能
性
は
あ
る
の
か
。

市
長
　
要
望
を
受
け
た
際
に
は
、

社
会
情
勢
の
変
化
や
価
値
観
の

多
様
化
、市
民
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え

て
再
開
を
検
討
し
、復
活
す
る
こ

と
も
あ
り
得
る
。

議
員　

全
国
的
に
熊
に
よ
る
被

害
が
増
加
し
て
い
る
が
、当
市
の

目
撃
件
数
と
捕
獲
頭
数
は
。

市
長
　
１０
月
１９
日
時
点
で
目
撃

件
数
が
55
件
、捕
獲
頭
数
が
２４

頭
で
あ
る
。

議
員　

本
年
９
月
よ
り
条
件
を

満
た
す
こ
と
で
市
街
地
で
の
銃

に
よ
る
熊
や
猪
の
駆
除
が
可
能

と
な
っ
た
が
、全
国
初
と
な
っ
た

山
形
県
鶴
岡
市
で
は
発
見
か
ら

発
砲
許
可
ま
で
１
時
間
以
上
掛

か
っ
て
い
る
。許
可
ま
で
の
タ
イ
ム

ラ
グ
を
減
ら
す
考
え
は
あ
る
か
。

市
長
　
発
見
か
ら
現
場
到
着
、

発
砲
の
要
件
に
該
当
す
る
か
の

判
断
等
、タ
イ
ム
ラ
グ
は
必
ず
生

じ
る
中
で
減
ら
し
て
い
け
る
よ
う

努
め
る
。

議
員　

旧
中
条
町
の
山
沿
い
集

落
で
猿
に
よ
る
被
害
が
増
え
て

き
て
い
る
。Ｇ
Ｐ
Ｓ
の
設
置
な
ど

も
し
て
い
る
が
根
本
的
な
解
決

熊
と
猿
被
害
の
対
策
は

森本  将司  議員

訪問理美容事業

に
は
至
っ
て
い
な
い
。今
後
の
対

応
は
。

市
長
　
Ｇ
Ｐ
Ｓ
機
能
に
つ
い
て
は

利
活
用
を
周
知
し
、組
織
的
な

追
い
払
い
に
つ
な
が
る
よ
う
努
め

る
。状
況
に
応
じ
て
市
職
員
に
よ

る
追
い
払
い
や
猟
友
会
に
よ
る

箱
わ
な
の
設
置
で
個
体
数
を
減

ら
す
取
組
を
進
め
る
。

ひ
っ
ぱ
く

現在の財政状況をどのように捉えているか
一般質問

GPSで確認した市内の猿の位置情報
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議
員　

近
年
の
酷
暑
日
が
続
く

中
で
、ス
ク
ー
ル
バ
ス
で
通
学
し

て
い
な
い
児
童
生
徒
は
、2.5
㎞
前

後
30
度
を
超
え
る
通
学
路
を
日

々
歩
い
て
登
下
校
し
て
い
る
。

低
学
年
児
童
生
徒
が
、安
心
安

全
に
通
え
る
環
境
を
考
え
、電

動
フ
ァ
ン
付
ベ
ス
ト
や
保
冷
剤
付

き
ベ
ス
ト
な
ど
の
貸
与
を
検
討

で
き
な
い
か
考
え
を
伺
う
。

教
育
長
　
各
学
校
で
は
、帽
子

の
着
用
、こ
ま
め
な
水
分
補
給
、

ク―

リ
ン
グ
シ
ェ
ル
タ
ー
活
用
な

ど
通
学
路
に
お
け
る
熱
中
症
対

策
な
ど
を
進
め
て
き
た
。今
後
、

実
効
性
の
あ
る
登
下
校
時
の
暑

さ
対
策
を
進
め
て
い
く
。

市
長
　
ス
ク
ー
ル
バ
ス
で
通
っ
て

い
る
リ
ス
ク
よ
り
も
歩
い
て
通
う

低
学
年
児
童
の
リ
ス
ク
は
高
い

と
い
う
認
識
を
持
つ
必
要
は
あ

る
。

小
学
校
】を
掲
げ
、議
会
や
区
長

に
資
料
を
提
示
し
た
。

長
年
、議
会
と
討
議
を
重
ね
区
長

会
に
資
料
を
提
示
し
て
説
明
会

を
行
い
、パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を

得
て
来
た
経
緯
の
中
で
、も
は
や

結
論
を
出
せ
る
の
で
は
な
い
の
か
。

私
の
意
見
と
し
て
、嘉
平
山
し
か

候
補
地
は
無
い
。改
め
て
税
金
を

使
い
外
部
の
有
識
者
を
含
め
た

新
た
な
審
議
会
を
設
け
て
決
め

る
こ
と
で
は
な
い
。ま
た
、多
く

の
市
民
が
使
え
る
施
設
と
し
て
、

移
動
手
段
を
持
た
な
い
市
民
へ

の
交
通
利
便
性
の
高
い
施
設
と

す
る
た
め
の
考
え
を
伺
う
。

市
長
　
長
年
待
ち
望
ま
れ
た
施

設
で
あ
り
、多
く
の
市
民
に
ア
ク

セ
ス
し
や
す
い
場
所
を
念
頭
に
、

そ
れ
ぞ
れ
機
能
を
複
合
さ
せ
た

施
設
に
す
る
の
が
最
も
大
切
で

あ
る
。特
に
建
設
候
補
地
等
い
く

つ
か
の
事
柄
に
関
し
、今
後
、設

置
さ
れ
る
予
定
の
審
議
会
に
諮

問
し
、答
申
を
い
た
だ
き
な
が
ら

最
終
的
な
判
断
を
行
う
。

議
員　

長
年
、計
画
さ
れ
行
政

が
建
設
予
定
候
補
地
と
し
て
５

か
所【
ぷ
れ
す
ぽ
胎
内
周
辺
・
中

央
公
民
館
周
辺･

中
条
駅
周
辺
・

関
沢
地
内（
嘉
平
山
）・
旧
柴
橋

生
涯
学
習
施
設 

建
設
に
つ
い
て

開
志
国
際
高
校
の 

運
行
委
託
に
つ
い
て 

佐藤  武志  議員

議
員　

開
志
国
際
高
校
に
買
物

用
の
支
援
策
と
し
て
、市
が
バ
ス

を
運
行
す
る
委
託
費
が
計
上
さ

れ
た
。本
来
、市
民
の
足
と
し
て

支
援
に
向
け
る
も
の
で
は
な
い
か

伺
う
。

市
長
　
開
志
国
際
高
等
学
校
・

新
潟
食
料
農
業
大
学
の
学
生
支

援
メ
ニュ
ー
を
選
び
寄
付
を
頂
い

た
方
の
意
思
を
尊
重
し
、か
ね
て

よ
り
開
志
国
際
高
等
学
校
か
ら

の
要
望
の
あ
っ
た
学
生
の
移
動

支
援
に
充
て
た
も
の
で
あ
る
。

【
そ
の
他
質
問
】

洋
上
風
力
発
電
事
業
に
つ
い
て

冷却ファン付ベスト、保冷ベストなどの貸与を
一般質問
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令和7年 第3回定例会議決結果

全会一致で可決（同意）された議案
令和７年度補正予算
•一般会計補正予算（第３号）【専決】
•一般会計補正予算（第４号）
•国民健康保険事業特別会計補正予算（第２号）
•後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）
•介護保険事業特別会計補正予算（第２号）
•黒川歯科診療所運営事業特別会計補正予算（第１号）
•地域産業振興事業特別会計補正予算（第２号）
•鹿ノ俣発電所運営事業特別会計補正予算（第１号）
•水道事業会計補正予算（第２号）
•一般会計補正予算（第６号）

条例の一部改正
•火入れに関する条例の一部を改正する条例 
•企業設置促進条例の一部を改正する条例
•下水道条例等の一部を改正する条例
その他
•財産の無償貸付について
•動産の取得について
•令和６年度水道事業会計未処分利益剰余金の処分について
•令和６年度簡易水道事業会計未処分利益剰余金の処分について
人事案件
•固定資産評価審査委員会委員の選任の承認について【佐藤守氏（新栄町）】
•教育委員会委員の任命について【森田寿美子氏（大出）】
•副市長の選任について【須貝実氏（北本町）】
•監査委員の選任について【熊谷親史氏（宮川）】

議員提出議案
〈選挙管理委員会委員の選挙（当選者）〉
•倉島禮四（東牧）•藤井美保子（西栄町）•加藤宗俊（笹口浜）•五島衛次（大出）
〈選挙管理委員会委員補充員の選挙（当選者）〉
•小野正敏（本町）•佐藤新一（坪穴）•佐藤八重子（築地）•水澤ひとみ（菅田）
〈意見書〉
•私立高校の学費負担軽減と専任教員増を促進するため、私学助成の増額・拡充を求める意見書（国・県）【提出者：坂上清一議員】
•30人以下学級実現・教職員定数の改善・働き方改革・義務教育費国庫負担制度２分の１復元に係る意見書【提出者：渡辺雅茂議員】

※令和６年度各会計決算の認定については２ページに記載。
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令和7年 第3回定例会議決結果

※ ○：賛成、 ×：反対、 欠：欠席
※ 議長は地方自治法第116条により表決には参加しないため、表決に参加する全議員数は15名。

賛否が分かれた議案（３件）
丸
山
　
孝
博

渡
辺
　
宏
行

天
木
　
義
人

渡
辺
　
栄
六

小
野
　
德
重

坂
上
　
清
一

渡
辺
　
秀
敏

佐
藤
　
武
志

羽
田
野
孝
子

坂
上
　
隆
夫

筧
　
　
智
也

増
子
　
達
也

渡
辺
　
雅
茂

平
井
　
　
孝

森
本
　
将
司

賛成
※

○

×

○

○

×

○

○

×

○

○

×

○

○

×

○

○

×

○

○

×

○

○

×

○

○

×

○

○

×

○

○

×

○

○

×

○

×

○

×

×

○

×

×

○

×

可 決

否 決

可 決

12

3

12

3

12

3

一般会計補正予算（第５号）

一般会計補正予算（第５号）に対する修正案

生涯学習施設整備推進審議会条例

議員名 議決
結果

反対
※

議案名

議員討論 生涯学習施設整備推進審議会条例については、
反対、賛成に分かれて討論が行われました。

　この条例案は、生涯学習施設の整備について、
公平・中立な立場から助言・提言を得るとし、概
要及び機能並びに建設候補地について、必要な
調査及び審議を行い、市に答申することが目的
である。
　「審議会」は、新たな方針であるにも関わらず、
市民にも議会にも説明はなく、その手法には違和
感があり納得できない。条例案に定めた「公平・
中立な立場」とは何か、また「概要及び機能」とあ
るが、りっぱな概要や機能が計画案としてすでに
作成されているのに、さらに何を審議すると言う
のか理解できない。
　15人以内という少数の「審議会」に委ねるの
ではなく、市報で示した５つの建設候補地につい
て、市民全体から広く多様な意見を求めることこ
そ必要ではないか。
　例えば市民アンケートなど、市民全体が生涯学
習施設についてよく考え、納得できる建設地に施
設を造るべきではないか。
  以上の理由から「審議会」の設置は不要である
と考えるので反対する。

　この条例案に関しては、どのような施設をどこ
に整備していくのが望ましいかを公平中立な立場
の方々に審議を尽くしてもらうためのものであり、
市民ニーズに応えるためにも重要かつ必要なも
のであると考える。
　その際には、今後予定されている統合中学校
の建設場所との整合を図ることも考慮していかな
ければならない。しかし、反対討論においては、熟
議に蓋をして性急に結論だけを求め、方向付けを
行おうとする印象が強く感じられる。また、新聞報
道やパブリックコメントにおいては、とかく建設場
所のみに関心が寄せられている傾向が見受けら
れるが、審議会を設置して様々な意見を総合的に
考え併せ熟議を尽くしていくことはしかるべき大
切なプロセスと考える。
　なお、新たな組織を立ち上げ、市に対して答申
を行ってもらうことは、既に６月定例会において市
政報告で触れており、周知のところである。

反 対 討 論 丸山孝博  議員 賛 成 討 論 渡辺秀敏  議員
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厚
生
環
境
常
任
委
員
会

総
務
文
教

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
そ
れ
ぞ

れ
6
千
773
万
3
千
円
を
追
加
し
、そ

の
総
額
を
30
億
374
万
8
千
円
と
す
る

も
の
。歳
出
で
は
総
務
費
に
お
い
て
子

ど
も・子
育
て
支
援
金
制
度
が
令
和
8

年
度
か
ら
施
行
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い

シ
ス
テ
ム
改
修
委
託
料
を
計
上
。諸

支
出
金
で
は
前
年
度
の
精
算
分
と
し

て
保
険
給
付
費
等
交
付
金
返
還
金
及

び
一
般
会
計
繰
り
出
し
金
を
計
上
。歳

入
で
は
財
産
収
入
及
び
繰
越
金
を
増

額
し
、国
庫
支
出
金
を
計
上
。

質
問
　
今
回
の
改
修
で
具
体
的
に
ど
の

よ
う
な
機
能
を
新
設
・
変
更
す
る
の
か
。

答
弁
　
現
在
の
課
税
シ
ス
テ
ム
に
新
た

に
徴
収
す
る
内
容
を一緒
に
合
算
し
て

徴
収
で
き
る
よ
う
に
改
修
す
る
。

質
問
　
各
自
治
体
が
そ
れ
ぞ
れ
シ
ス

テ
ム
改
修
す
る
業
者
に
依
頼
し
て
行

う
こ
と
に
な
る
が
、入
札
は
プ
ロ
ポ
ー

ザ
ル
方
式
で
行
う
の
か
。

答
弁
　
今
契
約
し
て
い
る
企
業
と
随

意
契
約
と
な
る
。

質
問
　
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
金
制

度
の
内
容
は
。

答
弁
　
国
が
、児
童
手
当
や
児
童
扶

養
手
当
、妊
娠・出
産
、保
育
園
、育
児

休
業
給
付
や
時
短
勤
務
に
充
て
る
予

定
と
の
国
の
説
明
で
あ
る
。ま
だ
徴
収

の
方
法
は
決
ま
っ
て
な
い
が
、大
体

一
人
当
た
り
月
300
円
ぐ
ら
い
で
年
間

4
千
円
弱
程
度
に
な
る
よ
う
な
配
分

で
計
算
さ
れ
る
と
考
え
て
い
る
。

　

付
託
さ
れ
た
他
3
件
に
つ
い
て
も

可
決
す
べ
き
と
決
定
し
た
。

　

生
涯
学
習
施
設
整
備
に
つ
い
て
、市

民
の
多
様
な
意
見
や
専
門
的
知
見
を

も
と
に
、公
平
・
中
立
な
立
場
か
ら
助

言
・
提
言
を
得
る
と
と
も
に
、整
備
を

円
滑
に
推
進
し
て
い
く
為
の
設
置
に

つ
い
て
。

質
問
　
委
員
構
成
に
、そ
の
他
市
長
が

適
当
と
認
め
る
者
と
あ
る
が
、ど
う
い

う
基
準
で
選
考
す
る
の
か
。

答
弁
　
様
々
な
分
野
で
活
躍
さ
れ
て
い

る
市
民
ま
た
は
団
体
の
代
表
者
、地
域

活
動
を
熱
心
に
行
っ
て
い
る
方
か
ら
選

任
し
た
い
。

質
問
　
公
平
・
中
立
な
立
場
か
ら
助

言
・
提
言
を
得
る
と
あ
る
が
、ど
ん
な

基
準
、何
を
も
っ
て
保
た
れ
る
の
か
。

答
弁
　
偏
っ
た
意
見
だ
け
で
は
な
く
と

い
う
意
味
で
公
平・中
立
と
し
て
表
現

し
て
い
る
。基
本
計
画
案
を
取
り
ま
と

め
、そ
こ
か
ら
導
い
て
有
力
候
補
地
で

は
な
い
か
と
伝
え
て
き
た
が
、行
政
だ

け
で
決
定
す
る
の
で
は
な
く
、市
民
、

有
識
者
に
よ
る
今一度
の
審
議
を
考
え

て
い
る
。

質
問
　
果
た
し
て
ど
こ
ま
で
中
立
と
い

う
感
じ
に
な
る
の
か
、市
民
が
納
得
で

き
る
議
論
は
必
要
。候
補
地
が
決
ま
ら

な
い
中
で
他
の
案
件
を
決
め
る
の
は
非

常
に
難
し
い
と
思
う
が
。

答
弁
　
ま
ず
は
場
所
を
、概
要
、機
能

も
踏
ま
え
た
中
で
決
め
て
い
た
だ
く
、

そ
の
よ
う
な
審
議
会
の
進
め
方
を
考

え
て
い
き
た
い
。

　

起
立
採
決
の
結
菓
、起
立
多
数
で

可
決
す
べ
き
と
決
定
し
た
。

　

付
託
さ
れ
た
他
１
件
に
つ
い
て
も

可
決
す
べ
き
と
決
定
し
た
。

胎
内
市
生
涯
学
習
施
設

整
備
推
進
審
議
会
条
例

国
民
健
康
保
険
事
業

特
別
会
計 

補
正
予
算
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胎内市生涯学習施設の整備に関する要望書を市長へ提出

 

ま
ち
づ
く
り
常
任
委
員
会

　

固
定
資
産
税
の
課
税
免
除
期
間
を

変
更
す
る
も
の
で
、新
潟
中
条
中
核

工
業
団
地
、ま
た
は
市
営
工
業
団
地

に
新
設
、移
設
、増
設
す
る
場
合
に
５

年
間
の
課
税
免
除
を
３
年
間
へ
短
縮

す
る
も
の
。

質
問
　
企
業
誘
致
に
影
響
は
。

答
弁
　
新
潟
中
条
中
核
工
業
団
地
の

空
き
区
画
は
６
区
画
あ
る
が
、全
体
の

８０
％
は
す
で
に
企
業
誘
致
済
み
で
、多

く
の
影
響
は
な
い
と
捉
え
て
い
る
。

質
問
　
進
出
す
る
こ
と
を
た
め
ら
う

材
料
に
な
ら
な
い
か
。

答
弁
　
県
内
市
町
村
の
減
免
年
数
で
、

５
年
間
は
ほ
ぼ
な
い
。県
内
の
ラ
イ
バ

ル
か
ら
遅
れ
を
取
る
こ
と
は
な
い
。

　

胎
内
高
原
ビ
ー
ル
園
の
施
設
に
つ
い

企
業
設
置
促
進
条
例
の

一部
を
改
正
す
る
条
例

財
産
の
無
償
貸
付
に
つ
い
て

て
、大
規
模
改
修
が
必
要
で
多
大
な
費

用
を
要
す
る
こ
と
か
ら
、今
後
の
あ
り

方
を
協
議
す
る
一
方
、株
式
会
社FU

JI 
P
R
E
M
IU
M
 B
R
E
W
IN
G

と
協
議

を
重
ね
て
き
た
。そ
の
結
果
、本
施
設

を
利
用
し
た
い
旨
、申
し
出
を
受
け
、

５
年
間
無
償
貸
し
付
け
を
行
う
も
の
。

質
問
　
機
械
が
老
朽
化
し
て
大
規
模

改
修
が
必
要
の
よ
う
だ
が
状
況
は
。

答
弁
　
新
た
な
事
業
者
は
、自
社
で
手

直
し
を
し
な
が
ら
継
続
し
て
い
く
た
め
、

市
の
負
担
は
な
い
。

質
問
　
製
造
方
法
や
販
路
な
ど
も
引

き
継
ぐ
の
か
。

答
弁
　
そ
の
ま
ま
同
じ
製
造
方
法
で

商
品
を
引
き
続
き
作
っ
て
い
く
。卸
販

売
に
な
る
が
、販
売
店
は
全
国
シ
ェ
ア

で
約
３
万
人
の
会
員
を
対
象
に
販
売

し
て
い
く
。

　

付
託
さ
れ

た
他
７
件
に
つ
い

て
も
可
決
す
べ
き

と
決
定
し
た
。

胎内高原ビール園
フ
ジ

プ
レ
ミ
ア
ム

ブ
ル
ー
イ
ン
グ

　生涯学習をはじめとする市民活動の拠点整備に向け
て、建設から60年以上経過し、老朽化が進んだ中央公民
館(1960年建設)と図書館（1958年建設）の機能を複合的
に備えた生涯学習施設の建設を望む声が徐々に大きくな
る中で、市では平成29年度に庁内において「胎内市生涯
学習施設検討プロジェクトチーム」を立ち上げ、両施設の
整備方針について検討を重ねるとともに、市民の望む
生涯学習施設についての意見を取りまとめるため、令和
元年８月に「胎内市生涯学習施設整備検討委員会」を設
置しました。
　検討委員会では、近隣先進地の視察や市民から意見
を聴くための市民参加型ワークショップを開催するなど施
設整備について検討を重ね、令和５年３月に「胎内市生涯
学習施設整備基本構想」を策定、その後、令和７年３月に
は基本構想に基づき「胎内市生涯学習施設整備基本計
画（案）」が策定されました。
　一方、胎内市議会においては、平成26年に生涯学習
センターの必要性についての議論が始まり、これまで多く

の議員が会派代表質問や一般質問に取り上げ、市の考え
を質問してまいりました。また、議会が主催する「市民との
意見交換会」や「女性委員・会員等との意見交換会」にお
いても、生涯学習施設の整備に関し、建設候補地や施設
の機能、交通手段等に対する意見が多く寄せられており、
市民の関心の高さがうかがえます。
　今後は、有識者や施設利用者、子育て世代、公募委員
などで構成される審議会を設置し、施設の概要、機能及び
建設候補地等について諮問・答申を経て市として最終的
な決定をしていくとしています。

　つきましては、胎内市生涯学習施設の整備に
あたっては、多くの市民から親しまれ、喜んでいた
だける生涯学習施設の実現のため、様々な手法
を用いて広く市民の声を把握し、的確に反映させ
るとともに、議会に対し経過等について適時適切
に情報提供いただきますよう要望します。

令和７年11月28日提出
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議
会
報
編
集
特
別
委
員
会
視
察
報
告

総
務
文
教
常
任
委
員
会

　
タ
イ
ト
ル
の「
ナ
ジ
ョス
ン
ベ
」で
ポ
ッ
プ

な
字
体
や
カ
ラ
フ
ル
な
色
使
い
が
さ
れ

て
い
た
。一見
す
る
と
タ
ウ
ン
情
報
誌
や

フ
リ
ー
ペ
ー
パ
ー
に
も
見
え
て
し
ま
う

デ
ザ
イ
ン
で
若
者
な
ど
普
段
手
に
し
な

い
よ
う
な
層
に
向
け
て
、読
ん
で
も
ら

い
た
い
と
い
う
意
図
が
汲
み
取
れ
た
。

内
容
に
関
し
て
は
、そ
の
時
々
の
町
の

ト
ピ
ッ
ク
を
特
集
ペ
ー
ジ
で
取
り
上

げ
て
い
た
が
、急
遽
ペ
ー
ジ
数
が
増
え

る
こ
と
も
あ
る
と
い
う
こ
と
で
、年
度

途
中
で
予
算
が
足
り
な
く
な
り
補
正

予
算
を
組
ん
で
対
応
し
た
と
の
こ
と

だ
っ
た
。

　
写
真
の
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
が
被
写
体
で

は
な
く
議
員
の
コ
メ
ン
ト
に
な
っ
て
い

る
こ
と
が
大
変
興
味
深
か
っ
た
。一
方

で
主
観
に
左
右
さ
れ
て
し
ま
う
の
で

読
み
手
に
対
し
て
印
象
を
押
し
付
け

て
し
ま
う
こ
と
に
つ
い
て
は
注
意
し
な

い
と
い
け
な
い
よ
う
に
感
じ
た
。写
真

の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
も
被
写
体一人

ひ
と
り
に
許
可
を
取
っ
て
い
る
と
の
こ

と
で
、多
く
の
人
物
の
映
る
写
真
は
使

用
を
避
け
が
ち
で
あ
る
が
、コ
ン
プ
ラ

イ
ア
ン
ス
を
徹
底
す
る
意
識
は
参
考

に
す
べ
き
と
感
じ
た
。

　
近
年
の
猛
暑
対
策
と
し
て
、多
く
の

設
置
要
望
の
声
と
、熱
中
症
対
策
を
考

慮
し
、２
か
年
で
41
校
全
て
の
小
中
学

校
に
エ
ア
コ
ン
設
置
を
完
了
さ
せ
た
。

災
害
時
の
避
難
所
と
し
て
の
防
災
機

能
強
化
を
図
る
こ
と
も
目
的
の
ひ
と

つ
。断
熱
対
応
は
な
い
が
、起
動
か
ら
30

分
程
度
で
十
分
な
冷
気
を
確
保
で
き

る
と
の
こ
と
。当
市
の
ほ
と
ん
ど
の
小

中
学
校
体
育
館
も
、災
害
時
の
指
定

避
難
所
と
な
っ
て
い
る
た
め
、教
育
環

境
の
改
善
と

併
せ
て
、早
急

に
具
体
化
す

べ
き
必
要
性

を
感
じ
た
。

　
防
災
情
報
の
発
信
に
つ
い
て
、災
害

状
況
・
避
難
情
報
・
避
難
所
情
報
な
ど

と
併
せ
、災
害
時
の
危
険
エ
リ
ア
や
通

行
不
可
道
路
情
報
、避
難
所
開
設
情

報
と
併
せ
て
収
容
人
数
の
現
況
な
ど

も
配
信
さ
れ
る
独
自
の
ア
プ
リ
の
説
明

を
受
け
た
。

【
は
だ
の
歴
史
博
物
館
】

　

歴
史
博
物
館
と
し
て
だ
け
で
は
来

場
者
数
が
伸
び
な
い
こ
と
へ
の
対
応
と

し
て
、キ
ッ
チ
ン
カ
ー
イ
ベ
ン
ト
や
ヨ
ガ

教
室
な
ど
、様
々
な
ア
イ
デ
ア
を
駆
使

し
て
年
間
で
５
万
人
近
く
集
客
し
て

お
り
、入
場
無
料
も
相
ま
っ
て
市
民
の

散
歩
コ
ー
ス
や
休
み
処
と
し
て
も
活
用

さ
れ
て
い
る
。

◇
視
察
日　
7
月
28
日

◇
視
察
先　
群
馬
県
太
田
市

【
小
中
学
校
体
育
館
エ
ア
コ
ン
整
備
に
つ
い
て
】

◇
視
察
日　
7
月
29
日・30
日

◇
視
察
先　
神
奈
川
県
秦
野
市

【
総
合
防
災
情
報
シ
ス
テ
ム
】

◇
視
察
日　
７
月
1
日

◇
視
察
先　
岩
手
県
西
和
賀
町

◇
視
察
日　
７
月
2
日

◇
視
察
先　
山
形
県
庄
内
町

岩手県西和賀町議会だより「ナジョスンベ」

山形県庄内町にて視察
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９月19日、市役所本庁舎において、４回目となるモニター会議を開催しました。
会議の詳細は専用コードからもご覧いただけます。

議会モニター会議を開催しました

今後、再生回数の推移が
解析可能であれば報告したい。

配信動画について

ホームページについて

SNSについて

SNSについて

第４回

会議の詳細は
コチラから！

ホームページは小学４、５年生
を想定して作成した。ページ自
体の存在を知らずに終わる可
能性はごもっともであるため、
今後検討していきたい。

議員が感じたこと
を発信するのは市民への情報
伝達において重要であるので、
今後検討していきたい。

SNS上でホームページとリン
クできるように、工夫していき
たい。

動画は探しやすくなり、とても良いが、再生回数
の推移など詳細な解析ができていれば、改善して
いることのPRにつながると考えるがいかがか？

小・中学生用ホームページも分かりやすくなった
が、見たい人が見てください、というスタンスは
もったいないのではないか？

長々と書いても読んでもらえないため、SNSに
リンクを張るなどして、ホームページへ誘導する
ような工夫があるといいのではないか？

SNSで発信する視察報告について、無機質なもので
はなく、参加した議員の所感や「今後、胎内市でこうい
う事をやりたいです」といった感想を入れてはどうか。
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令和７年第４回定例会の日程 （
予
定
）

◆
令
和
７
年
12
月　

日
12

八
幡
元
弘

印
刷

株
式
会
社 

パ
ブ
リ
シ
テ
ィ
コ
ア

　
９
月
に
市
長
選
が
行
わ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、

７
月
の
市
議
会
議
員
補
欠
選
挙
後
初
の
議
会

が
10
月
に
行
わ
れ
、そ
れ
に
併
せ
て
今
号
の

発
行
が
ひ
と
月
遅
く
な
り
ま
し
た
。今
議
会

は
２
年
９
か
月
ぶ
り
に
定
数
16
人
で
の
議
会

と
な
り
、熱
く
、鋭
く
、濃
厚
な
議
論
が
多
く

か
わ
さ
れ
ま
し
た
。我
々
議
員
一
同
、こ
れ

か
ら
も
二
元
代
表
制
の
名
の
下
、し
っ
か
り
と

役
割
を
担
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
筧　
智
也　
記
）

黒
川
小
学
校  

６
年

さ
ん
の

作
品
で
す
。

さ
か
う
え

あ
い 

ね

坂
上 

藍
音

 

将来の夢は…
左から
翠奈（すずな）さん6歳
『ギャル』
青隼郎（せいじゅうろう）さん3歳
『サッカー選手』
朱奈（あすな）さん8歳
『看護師』

表紙の写真 【近さんファミリー】

「胎内市の未来を担う子どもたち」
……………………………………………

※いずれの日程も傍聴可能。

　
私
が
頑
張
っ
て
い
る
事
は
、ス

キ
ー
で
す
。目
標
は
下
越
の
大
会

で
優
勝
す
る
事
で
す
。今
年
の
2

月
に
初
め
て
大
会
に
出
ま
し
た

が
、結
果
は
4
位
で
し
た
。緊
張

し
て
い
て
ス
ピ
ー
ド
が
あ
ま
り
出

ま
せ
ん
で
し
た
。次
の
大
会
で
は
、

ス
ピ
ー
ド
を
出
し
て
滑
れ
る
よ

う
に
な
る
た
め
に
、監
督
や
コ
ー

チ
が
教
え
て
く
れ
た
事
を
練
習

し
、本
番
で
完
璧
に
で
き
る
よ
う

に
な
り
た
い
で
す
。

主に山沿いの地域で使用

ほだわらこぐ No.5

「ほだわら」は、方言で「やわらかい
雪がたくさん積もった場所」という意味。

本会議をライブ中継で
配信中です！

配信は
こちら

　本会議の様子をユーチューブで生配信しています。
詳しくは、専用コードまたは市ホームページ「市議会
」をご覧ください。過去の映像もご覧いただけます。
本会議の様子は、本庁舎１階ロビー及び産業文化
会館（ロビー）でも視聴できます。

※本会議を傍聴する場合は
　本会議当日に本庁舎５階
　にお越しください。

28日
４日
９日
11日
12日
15日
18日
19日
23日

議会運営委員会
本会議（初日）
議会運営委員会
総務文教常任委員会
厚生環境常任委員会
まちづくり常任委員会
一般質問
一般質問
本会議（最終日）

11月
12月

２０２5




